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15ヶ年密封貯蔵玄米の性放調査
彼近藤高太郎笠原安夫秋田史郎
1・緒 置・嘗所tこ於τ昭和3年産の旭及び
官備穂の玄米を各2":ト宛舗に密封して昭初4年・
3月に貯蔵せしものあり.今日迄15年を経過せ
し放に、主主に著者等は之を開封しτその米の性
欣ぞ調査せれその水分含量は 115~及13"な
り.而しτ此の試料は嘗所に於τ以前に行ぴl.
「玄米の費芽力さヴ4タミシstとの関係J(農事
-研究第18巻64-78，昭和7年3月〉の試臆に於て
，用ひしものさ同巴.
2・賦 制前記0如〈昭和3年嘗所産の旭
及び官備穂の玄米にレτ、水分を 11・d"及びU
Mになして.トダシ櫨に密封貯蔵せしものなT0 
此の試料三封照に昭和18年産旭を用ひたり.
3調査の方法昭和19年1月より 6月迄の
聞に米の性欣や調査せれその項目はきたの如し
(1)水分合量 (2)千栓重 (3)容積垂 (4)剛
度 (5)精白歩合 (6)吸水歩合 (7)釜
--_、、
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摺して容積重を見たるiこ、新米よりも却って大
なる脅見fこるは、そーの粒面は滑かなりしじよる
べし.
(4)剛度…古来に於て別tこ滅少せしぞ認の歩。
却つセ貯戴米旭に於ては剛度の犬なるは乾傑良
好なるによるぺじ.剛度は貯臓に伴(.Lて増加す
.る場合多t...
よ5)吸水加重歩合・・・吸水加重歩合に於て差異
なし。元来古米さなれば吸水カは減守るものな
れE、その婦らざるは米質が良好に保たれいユ
よるべし.
(6)精白歩合..・貯離米は新米に比しτ少し〈
揚耗大なれ由来の色は新米に於ては字透明な
るt二、古来に於て嫌白色を曇せり.
(7)釜殖歩合…f(の釜植は古米に於τ少じく
小1i:るが如きも、見掛の釜殖に於ては1i.;米に於
貯離米の性n犬に闘する貨蟻結果
、~ 試
『と|艶照米泊|貯厳米旭 貯蔵米
日 吉備穂
分% 13.9 11.5 13.0 
粒 重 g 24.1 23.1 22.7 
殖歩合 (8) 米糊の粘度 (9) 飯の~味及
色 (10)ヴ4タi:.-訟の含量 (11)護芽
歩合(12)晶害 (13)酵素の活力(-1) 
カタダラーゼ(ロ)，アミラーぜか、)，
パーゼ・以上其の試験方法時常法によっ
て行へり. 1/4 1.容積璽 • 213.0 212.1 210.6 
4・調査の結果及考察貯蔵米の性
航を調査せし結果は失表の如し.
(1)水分含量…ままに調査の結呆貯蹴米
旭の水分は11.5~にしてよく乾燥し、吉
備穂は 13~ にしτ梢良好に乾燥せられ
たる程度なるを見るなり。何れにせよよ
く乾燥せられし米を貯離せしものなり。
(2)千絵重・・・各試料tこより℃千粒重は
異る色のにしで.去の子粒重につきては
何等の意味なし.
(3)容積重…容積重に就τも試料の異
るmめに之の異るは嘗然なるが.新米に
比じてJ古来iま共に少しく容積還に於
て1、なるが如し。これ会主Fの貯蔵により
問。
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て粒留が租精に1i:bι矯めなるか。以 備考食味は1CをB躍動6を食用合前自の限界とす
前に鴨糸や 13ヶ年貯蔵したるものぞ籾 自民試頚依乏の宣言め不簡
-1- (1) 
τ著し〈大'"り.これ古米1こなれば、飯粒が結
集少〈して国結せやじて、間関を捜し、正取に間
まるに反し、新米は軟かく粘着塊そなすによる
~ T. 
(8)米糊の粘度・・・貯蹴米旭の粘li:fま新求より
も大にして、古備憾に於ては小なれ一定せす事。
その理由は判明ぜぎれど、主ざして試料の異る
に主るべきか. (守タ茸.，.，'"紛度針1:τ測定せり》
(9)飯の食味及び色…飯の色は皆良好にして.
~色~l量せり、食味は水分多き吉備摘に於て貯
蹴米旭よ b柏劣れれ 2鼠料共I~新来に比すれ
ば食味劣れrも立浪に食用I?:供し得るを認めた
T.只貯蹴米i二は特脊の古米臭を有せ!).
(lð) グ 4 タ tν~1...1ð隼t:輝温せし古米にも
グ-1T tνBl含量t玄それぞれ2471及び2371
-t有しτ約8d"を保存ぜるが故i二乾燥米自「密封
貯蔵すれば長tHユ豆りτグ-1~ iνBl -tよ〈
保持し得るを認む.
(11)蛮華歩合・・・貯蔵来は雨者共に直芽カや失
ひたり.
(12)僻粛の精力・・・〈イ〉カタラー ゼの活力は茜
t!しく棋通せり;(ロ〉ア tラーゼ活力は比較的
多く保持せらる.(ハ)9パーゼも亦よく保持せ
らる Lが如し.
以上の結果を綜合するに、水分を13~又はそ
れ以下に迄乾保して錨に密封貯蹴せし玄米は16
~4f:-'η長舎に亙りて飯米さして差支なき稼度の
性賦なるを認むるなQo新米の食味を評匙9・5
させし時に約8臓の食味そ有す.勿論新米に比
すれば種々の性献に於て劣れr色、著しき紙陥
を認めすS. グイタミシBd玄関係保持せられ、酵
素も術建存L-.釜殖、吸水力、剛度、精白歩合
米糊の粘度等の性献に於て敢て顕著なる室長具を
認めやo 只稜芽歩合.z.全〈失ひしは遺憾なbと
す、・
5・摘要
1.昭和3年産旭及び吉備捕の玄米を昭和4・年3
月に舗に続封しt、昭和Hl年迄約16ク半間貯
蹴せ 1). その水分以ll.õ~及13Wなり.
2・貯蹴米は費穿力>i'失ひ、新米に比して容積重
以少し〈小なるが如く、又掲耗も少しく大~
るが如く、白米が噌白色、飯粧が粘集少〈企.
味は劣る等紙臓を楓むれど、その剛度及び暁
水歩合t二於ては新総局長宅差異な〈、グ4
タt:.; B1を約80%含有い叉酵素カダラーゼ
荷カは著1..<減退すれrお唱 tラーゼ及P
バ四ゼの活力は術保持せられたり.
8・以上の如〈米質i蛸蔵中に多少聾化以れE
食用となすに何等の差支なきゃ認めた90ょ
っ℃水分そ13~又はそれ以下tこ乾燥し℃錨に
密封すればltヶ年の長きにEり℃玄米<<=安全
に貯離し;得るとさ明かなり.
附記 宣告記試料は岡村保氏が賞所勤8中に貯離
せられレものにしτ掲めに好試料を得たるこ
さ~裁に感謝す.
{文際省桝奇異研究買による雛畿〉
津山市求津氏貯蔵の明治3年産
古橋籾米の研究
故近藤高太郎貝原弘道山本二郎
1・緒 冒古昔本邦各地に備荒貯蓄乏して 昭利印刷二佐賀鯨佐賀郡北1高IJH識の中島捕
籾米を貯える慣習があった.明治年代に入って 太郎氏宅に約ldd年商貯蔵されたま官与える古級
その慣行は多〈聾せられたが、東北地方には今 米ロ就てJP夏tこ昭和13隼に岡村氏は昆野緑川
日J.rゐモの古h、靭米の現存す、るものが多い.手 中島村中山氏貯蹴の105年前の古額米ιIt.定的
れまで嘗所t二於ては昭和8年に秋田市感恩講所 研究を行ったB
離の明治4年、岡174事、間20年産の籾米占的ニ山 此等4例の古糠米に就て性賦を研究した結果
口脈瞬間岡氏貯蔵84年前産ぬ籾米tこ獄τi.(1)又 近藤町は古米の糧定的慣値に就て突の如き結論
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